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◇
実
施
日 

 

１
０
月
５
日
（
日
） 

 
 
 

小
雨 

◇
参
加
者 

 
 

梶
野
照
雄 

 
 
 
 

 
 

１
名 

  

雨
雲
レ
ー
ダ
ー
や
衛
星
画
像
を
見
る
と
、
大
き
な
雨
に
は
な
ら
な
い
よ
う
な

の
で
、
先
月
に
板
引
き
し
た
５
ｍ
ほ
ど
の
板
を
登
山
道
ま
で
引
き
揚
げ
る
た
め

行
仙
宿
に
向
か
っ
た
。
午
前
１
１
時
２
０
分
、
登
山
口
に
着
い
て
モ
ノ
レ
ー
ル

に
荷
物
を
積
ん
で
登
り
だ
す
。
雨
具
を
着
て
い
た
が
、
雨
な
の
か
霧
な
の
か
判

別
し
が
た
い
お
天
気
だ
。
コ
マ
ツ
ハ
ウ
ス
に
着
き
、
手
動
ウ
イ
ン
チ
と
ワ
イ
ヤ

ー
な
ど
を
担
い
で
小
屋
に
向
か
っ
た
。
小
屋
に
着
い
て
ま
ず
昼
食
。
食
後
、
板

を
引
き
揚
げ
る
作
業
を
開
始
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

行
仙
宿
に
着
く 

 
 
 
 
 

手
動
ウ
イ
ン
チ
を
使
う 

 
 
 
 

板
の
引
き
揚
げ 

登
山
道
近
く
の
木
に
ウ
イ
ン
チ
を
引
っ
掛
け
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
伸
ば
し
て
引
き
始

め
る
。
木
が
落
ち
て
行
か
な
い
よ
う
に
ト
ラ
ロ
ー
プ
で
留
め
て
い
た
が
、
そ
の

ト
ラ
ロ
ー
プ
を
ワ
イ
ヤ
ー
に
繋
い
で
引
っ
張
っ
た
と
こ
ろ
、
古
い
ト
ラ
ロ
ー
プ

だ
っ
た
せ
い
か
、
部
分
的
に
ち
ぎ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ト
ラ
ロ
ー
プ
を
外
し
、
４

㎜
の
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
に
交
換
。
こ
れ
で
伸
び
る
こ
と
も
、
ち
ぎ
れ
る
こ
と
も

な
く
徐
々
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
３
回
ウ
イ
ン
チ
の
支
点
を
変
え
、

２
時
間
近
く
か
か
っ
て
登
山
道
ま
で
引
き
上
げ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

 

引
き
揚
げ
完
了 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

ベ
ン
チ
を
運
ぶ 

登
山
道
沿
い
に
板
の
位
置
を
変
え
、
午
後
３
時
前
に
作
業
を
終
え
た
。
管
理
棟

に
行
っ
て
手
ぬ
ぐ
い
の
在
庫
を
確
認
す
る
。
白
が
１
１
５
枚
、
青
が
７
１
枚
だ

っ
た
。
青
木
氏
に
電
話
し
て
在
庫
数
を
伝
え
た
。
戸
締
り
を
確
か
め
、
ウ
イ
ン

チ
な
ど
を
持
っ
て
コ
マ
ツ
ハ
ウ
ス
に
向
か
う
。 

コ
マ
ツ
ハ
ウ
ス
で
荷
物
を
積
み
か
え
。
青
木
氏
宅
の
建
築
端
材
で
作
っ
た
ベ
ン

チ
を
小
屋
に
運
ん
だ
。
こ
の
こ
ろ
に
ご
く
弱
い
雨
が
降
り
出
し
た
が
、
気
温
が

さ
ほ
ど
低
く
は
無
い
の
で
雨
具
無
し
で
も
十
分
だ
っ
た
。
空
荷
で
コ
マ
ツ
ハ
ウ



ス
に
戻
っ
て
下
山
し
た
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
記
；
梶
野
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 1
1

：2
0

補
給
路
登
山
口→

1
1

：5
3

行
仙
宿1

5

：2
8
→

1
5

：3
5

コ
マ
ツ
ハ
ウ
ス

→
1
5

：5
0

行
仙
宿→

1
6

：0
3

コ
マ
ツ
ハ
ウ
ス→

1
6

：2
3

補
給
路
登
山
口 

 


